
会津古城研究会調査報告第２集

「会津の城」白虎隊真の行動

～葦名時代の山城から戊辰戦争までの「城と戦場」～
若松城の姿とは、神指城築城の意味、向羽黒山城は上杉の城、猪苗代城と鶴峯城、

鴫山城、久川城は忠郷の城、柏木城、新宮城、下荒井城、桧原城、摺上原の戦い、
母成峠の戦いと遺構、戸ノ口原の戦いと遺構、新選組の行動、白虎隊真実の行動

限定印刷 税別2,000円、書店にはありません

Ａ４版 オールカラー 112ページ

申し込み方法は、ＦＡＸ、またはハガキでお願いします。
○本を送りますので、料金は郵便局の郵便振替で支払いくだ

さい。
○〒、住所、氏名、連絡先、冊数を記入ください

ＦＡＸ 0242-24-3423
会長宅 〒965-0074 福島県会津若松市高野町平塚42

会津古城研究会長 石田明夫
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ＦＡＸまたはキリトリ用

第1集は「会津路 武士の世の裏磐梯」 オールカラー 税別 1,800円
裏磐梯にある大規模な山城跡と金鉱山 残部少
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